暴力団等反社会的勢力排除に関する基本方針
アシストワン協同組合
アシストワン協同組合は、健全な組合運営、組合員・従業員・取引先その他関係者の安全及び社会的信用を確保するため、暴力団等反社会的勢力との関係を一切排除し、次の事項を基本方針として遵守します。
第1条　反社会的勢力との関係排除
当組合及び組合員は、暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ、特殊知能暴力集団その他これらに準ずる者（以下「反社会的勢力」という。）との社会的に非難されるべき関係を持ちません。
第2条　親交・交際その他密接な関係の排除
組合員、その代表者、役員その他組合事業に関係する者は、相手方が反社会的勢力に該当すること又はその可能性を認識した場合、合理的な理由なく、親交、交際、継続的な連絡、相談、取引その他密接な関係を継続しません。
第3条　反社会的勢力の利用禁止
自己又は第三者の利益を図る目的、問題解決、交渉、要求その他いかなる目的であっても、反社会的勢力に対し、
· 相談 
· 依頼 
· 要望 
· 仲介の依頼 
· 意向の伝達 
· 関係者への働き掛けの依頼 
その他これらに類する行為を行いません。
第4条　第三者を介した不当な介入の禁止
反社会的勢力その他第三者を利用して、当組合、組合員、役員、従業員、取引先その他関係者に対し、要求、圧力、交渉、連絡その他不適切な介入を行わせ、又はその介入を了承、容認若しくは利用しません。
第三者による介入を認識した場合には、速やかにその停止その他必要な是正措置を講じます。
第5条　法人・業務情報の不適切な共有禁止
反社会的勢力又はその関係者に対し、正当な理由なく、
· 組合又は組合員に関する情報 
· 取引先に関する情報 
· 契約・取引内容 
· 担当者・従業員に関する情報 
· 資金・経営情報 
· 交渉状況 
· その他法人又は業務に関する非公開情報 
を提供、伝達又は共有しません。
第6条　報告義務
組合員、その代表者、役員その他組合事業に関係する者は、反社会的勢力との関係、接触、働き掛け又は第三者による介入その他重大なコンプライアンス上の問題を認識した場合には、速やかに当組合へ報告します。
第7条　虚偽説明・秘匿の禁止
組合への加入時、加入継続中又は組合から事実確認を受けた場合において、反社会的勢力との関係その他組合員としての適格性判断に影響を及ぼす重要な事実について、虚偽の説明、隠蔽又は故意の秘匿を行いません。
第8条　事実確認への協力
反社会的勢力との関係その他重大なコンプライアンス上の疑義が生じた場合、当組合は必要な事実確認を行います。
組合員その他関係者は、当組合から求められた場合には、書面による説明、関係資料、通信記録その他必要な資料の提出及び事実確認に誠実に協力します。
第9条　違反時の対応
前各条への違反その他重大なコンプライアンス上の問題が確認された場合には、事実確認及び必要な弁明の機会を設けた上で、当組合定款、規約及び関係法令に従い、役職上の措置、取引上の措置、組合員資格に関する措置、除名その他必要な対応を行います。
第10条　警察・行政機関等との連携
反社会的勢力による介入その他必要な事案が確認された場合には、当組合は組合及び関係者の安全を確保するため、警察、行政機関、弁護士その他関係機関と連携し、必要な相談、報告及び資料提出を行います。

基本原則
暴力団等反社会的勢力と
「関係を持たない・利用しない・情報を渡さない・隠さない」
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